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1，観測方法 

2020年12月12日から13日にかけて、群馬県高崎市で眼視観測にてグループ計数観測を行った。各方角１人ずつ計４人と記録者１人が２時間交代で

眼視観測を用いて出現時間、群流星と散在流星の区別、出現場所を星座で記録した。 

2，目的 

・好条件下で三大流星群の一つであるふたご座流星群を観測するため 

 （観測日は新月に近く深夜に月が昇らなかった） 

・観測経験が浅い人を含め一年生の流星観測をする機会を設けるため 

・普段の観測地である東京都内では一等星から二等星ほどの等級に位置する星しか観測できないので、より等級が低い星を観測する経験を得るため 

普段の観測地(本校屋上)からの夜空 群馬県高崎市からの夜空 

  
  



3，観測 

・はじめは雲量10で観測不能の状態が続いた。その時にパソコンやカメラの準

備ができていればよい正確な観測ができたかもしれない。 

・観測者の担当する区域を方角ではなく星座で認識していたため、時間が経つに

つれてどんどん観測方向がずれていった。 

・東京では一等から二等星ほどの明るさの星しか観測できないので三等級以下の

正確な明るさを判断できなかった。 

 

 

 

 

※上記の画像は去年の夏合宿時の流星観測風景です 

 

4，結果 

・観測結果より観測日におけるふたご座流星群のピークは25時40分

から26時40分であった。 

・観測結果のグラフが波状になり一時間周期の増減が確認できた。 

・最微光星のデータをとれなかったので、流星数を補正する作業と

して必要な、理想的な空の条件での出現数(CHR)や天頂出現数

(ZHR)を算出できなかった。そのため他団体とのデータ比較がで

きず課題が残った。 

  



5，考察・まとめ 

・ピーク時に観測者からの報告が増加し記録が追い付かず、観測者の見えた流星をすべて記録できなかった。 

・光度を判別する感覚がなかったため、最微光星や光度などの必要なデータを取れなかった。 

・経験不足により痕の有無が判別できなかった。 

・各部員の視力差によりデータに誤差が出た。 

・普段の観測地である東京都内と空の見え方が異なったため、何等星なのか分からなかった。これによりデー

タの精度が低くなった。 

・電波観測※とピークにズレがあった。これは中継している放送局などが異なり、眼視観測との間でタイムラ

グが発生したことによるものだと考えられる。 

・全流星のグラフと群流星のグラフが似ているのは半数以上が群流星であるのと後半になるにつれて観測条件

が良くなったのが原因だと思われる。 

 

※流星電波観測国際プロジェクト、群馬県渋川市のデータから  


